
[要約］

早期水稲における平床育苗のための被覆資材

早期水稲の乎床育苗においては、白色ｲ一一＝一~_ ポリ発泡スチロールフィルム（下）

と黒色不織布（上）の二重被覆を行うことにより、出芽が安定し、省力的に健苗が得
られる。
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［背景ｏねらい］

早期水稲における育苗は、一般的にビニルハウス内での積重ね出芽による育苗が行われ

ている。しかし、積重ね出芽では積重ねの位置によって出芽むらが発生しやすく、出芽を

揃えるためには育苗箱を積み替える必要があり、労力を要する。そこで、省力的な平床育

苗に適する被覆資材を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①白色ポリ発泡スチロールフィルム（ホットンカパー）を下に、黒色不織布（黒色ラプシ

ート）を上にした二重被覆は、昼間の適度な温度上昇効果と夜間の保温効果を合わせ持っ
ている(図１）。

②二重被覆による平床育苗は、低温期（２月下旬以降）でも、播種から出芽期までに要す

る日数は５～６日と比較的短く、出芽揃いが良好である(表１）。

③この２資材の二重被覆により、慣行の積重ね育苗と同程度の健苗が得られる(表１）。

④播種、覆土をした育苗箱をそのまま育苗床に並べて出芽させることが可能となり、積重
ね出芽に比べて省力的である。

［成果の活用面・留意点］

①水稲栽培技術指針に登載し、県南の４月中～下旬移植の早期水稲の育苗技術として活用
する。

②被覆期間中、昼間はハウス内気温が30℃以上にならないよう留意し、被覆の除去は苗長
８cm程度を目安とする。

③緑化終了後でも、夜間の気温が５℃以下になることが予想される場合には白色ポリ発泡

スチロールフィルムで被覆し、保温を図る。
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図１被領下の最高・最低温度の推移（平成４年２月25日播種）

注）２月26～27日は晴天、２８～29日は曇天であった。

表１苗の形質、苗マット強度及び発根量（平成４年）
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注①被覆資材は白色ポリ発泡スチロールフィルム（下）と黒色不織布（上）。

②苗マット強度は、幅１０cmに切り取った苗マットの一方を固定し、もう一方をバ

ネ秤で引っ張り、マットが切れる瞬間の値。

③発根量は、根を切り取った苗を移植13～16日後に抜取り、最長根長と根数の積
より算出。
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